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特集―拡大する製造現場の請負・派遣 

東
京
労
働
局
が
派
遣
・
業
務
請
負
の
適
正
化
で
指
導 

８
割
の
事
業
場
で
偽
装
請
負 

　
請
負
契
約
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
実
質
は

労
働
者
派
遣
事
業
の
働
き
方
を
し
て
い
る
―

―
い
わ
ゆ
る
偽
装
派
遣
の
是
正
指
導
を
、
東

京
労
働
局
は
昨
秋
実
施
し
た
。
昨
年
一
二
月

に
公
表
さ
れ
た
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
偽
装

請
負
の
疑
い
の
あ
る
事
業
場
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
八
割
が
該
当
し
、
是
正
を
要
す
る

取
引
件
数
は
約
三
万
八
〇
〇
〇
に
の
ぼ
っ
た
。

偽
装
請
負
は
製
造
業
だ
け
で
な
く
運
輸
業
や

情
報
通
信
業
で
も
多
く
、
さ
ら
に
数
社
に
わ

た
る
業
者
を
経
て
労
働
者
を
供
給
す
る
「
構

造
的
多
重
派
遣
」
が
一
部
業
界
で
日
常
化
し

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　 　
是
正
を
要
す
る
取
引
が 

　
三
万
八
〇
〇
〇
件 

　
製
造
業
の
生
産
ラ
イ
ン
を
中
心
に
利
用
が

拡
が
っ
て
き
た
請
負
は
、
仕
事
の
完
成
を
目

的
と
す
る
民
法
上
の
契
約
。
発
注
元
―
受
託

者
間
に
指
揮
命
令
関
係
を
生
じ
な
い
点
で
本

来
、
発
注
元
の
直
接
指
示
下
で
働
く
派
遣
契

約
と
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
労
働
現
場

と
し
て
は
関
係
法
令
の
谷
間
に
置
か
れ
て
き

た
た
め
、
形
式
上
は
請
負
だ
が
実
態
は
派
遣

と
い
う
違
法
な
偽
装
請
負
が
横
行
し
て
い
る
。 

 

昨
年
三
月
か
ら
製
造
業
務
へ
の
最
長
一
年

の
派
遣
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
東

京
労
働
局
は
独
自
に
「
派
遣
・
業
務
請
負
適

正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
て
、
業
務

請
負
事
業
者
に
対
す
る
派
遣
契
約
へ
の
是
正

指
導
に
取
り
組
ん
だ
。
監
督
署
や
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
労
働
者
の
申
告
な
ど
に
基
づ
き
、
割

り
出
し
た
偽
装
請
負
の
疑
い
の
あ
る
事
業
所

は
七
一
。
一
〇
〜
一
一
月
の
二
カ
月
間
、
需

給
調
整
官
一
四
人
が
総
が
か
り
で
調
査
に
あ

た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
実
際
に
偽
装
請
負
に

あ
た
る
と
し
て
五
七
の
事
業
所
に
是
正
を
指

導（
違
反
率
＝
八
〇
・
三
％
）。
違
反
事
業
所

の
取
引
先
業
種
の
上
位
に
は
、
運
輸
業（
三

一
・
六
％
）、
情
報
通
信
業（
二
二
・
八
％
）、

製
造
業（
一
四
・
〇
％
）が
上
が
り
、
こ
れ
に

卸
売
・
小
売
業
と
医
療
・
福
祉
が
と
も
に
一

〇
・
五
％
で
続
い
た
。
是
正
指
導
を
通
じ
、

事
業
主
自
ら
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た

取
引
件
数
は
三
万
七
七
二
四
件
を
数
え
た
が
、

う
ち
半
数
超
（
二
万
四
六
〇
件
）
に
つ
い
て

は
す
で
に
派
遣
契
約
へ
の
切
り
換
え
を
終
え
、

残
り
も
ほ
ぼ
自
主
計
画
に
よ
り
改
善
予
定
だ

と
い
う
。 

 

奥
田
久
美
局
長
は
、
「
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
業
務
請
負
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
取

引
の
相
当
部
分
に
、
不
適
正
な
事
案
が
多
数

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
企
業

の
自
主
点
検
の
促
進
、
違
反
事
業
所
の
指
導

の
徹
底
に
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。 

  

　
偽
装
請
負
の
四
パ
タ
ー
ン 

 

同
局
に
よ
れ
ば
、
偽
装
請
負
に
は
主
に
四

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。 

 

一
つ
は
、
請
負
と
言
い
な
が
ら
発
注
者
が

受
託
者
（
労
働
者
）
に
業
務
の
細
か
い
指
示

を
出
し
た
り
、
出
退
勤
・
勤
務
時
間
の
管
理

を
行
っ
た
り
す
る
も
の
。
も
っ
と
も
多
く
見

ら
れ
る
た
め
、「
代
表
型
」
と
名
づ
け
て
い
る
。 

 

二
つ
め
は
、
現
場
に
形
式
的
に
は
責
任
者

を
置
い
て
い
る
「
形
式
だ
け
責
任
者
型
」。

発
注
元
か
ら
の
指
示
は
一
見
、
現
場
責
任
者

を
通
じ
て
な
さ
れ
る
が
、
伝
達
だ
け
で
事
足

り
る
単
純
業
務
に
多
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン

だ
。
同
局
に
よ
れ
ば
、
一
連
の
単
純
肉
体
労

働
を
日
々
雇
用
の
ア
ル
バ
イ
ト
作
業
員
数
十

人
で
こ
な
し
て
い
た
が
、
現
場
責
任
者
の
中

に
は
ア
ル
バ
イ
ト
契
約
も
お
り
、
現
場
責
任

者
を
含
む
作
業
員
の
出
退
勤
や
残
業
の
管
理
、

就
労
状
況
評
価
は
実
態
と
し
て
発
注
元
が
行

っ
て
い
た
例
な
ど
が
あ
る
。 

 

三
つ
め
は
「
使
用
者
不
明
型
」
で
、
業
者

Ａ
社
が
Ｂ
社
に
発
注
し
た
仕
事
を
Ｂ
社
は
Ｃ

社
に
そ
の
ま
ま
出
し
、
Ｃ
社
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
労
働
者
は
Ａ
社
の
現
場
に
行
き
Ａ
社
や

Ｂ
社
の
指
示
で
仕
事
を
す
る
も
の
の
、
一
体

誰
に
雇
わ
れ
て
い
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
パ
タ
ー
ン
だ
。
例
え
ば
、
メ
ー
カ
ー
か

ら
受
注
し
た
業
務
請
負
業
者
が
量
販
店
に
販

売
促
進
用
の
補
助
員
を
配
置
し
、
量
販
店
の

指
揮
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
わ
せ
る
ば

か
り
か
制
服
着
用
や
休
憩
・
時
間
延
長
の
指

示
ま
で
任
せ
て
い
た
事
例
が
あ
る
。
メ
ー
カ

ー
と
業
務
請
負
業
者
の
契
約
は
販
促
業
務
の

遂
行
だ
っ
た
が
、
実
態
は
時
間
単
価
と
実
働

か
ら
料
金
を
割
り
出
す
補
助
員
派
遣
に
す
ぎ

ず
、
し
か
も
量
販
店
と
メ
ー
カ
ー
・
業
務
請

負
業
者
の
間
に
は
契
約
す
ら
存
在
し
な
か
っ

た
。 

 

偽
装
請
負
の
主
な
パ
タ
ー
ン
の
四
つ
め
は

、

「
一
人
請
負
型
」
。
本
来
は
派
遣
と
し
て
雇

用
し
て
斡
旋
す
べ
き
と
こ
ろ
、
供
給
元
は
労

働
者
と
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で
一
人
請
負

を
装
わ
せ
、
供
給
先
の
指
示
・
命
令
下
で
働

か
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
同
局
に
よ
れ
ば
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、
こ
の
「
一
人
請
負
型
」
に

関
連
し
、
そ
も
そ
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
扱

わ
な
い
業
務
委
託
契
約
を
求
人
と
偽
り
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
で
求
職
者
を
得
て
い
た
例

も
発
覚
し
た
。
都
下
一
七
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

全
所
と
連
携
し
て
求
人
受
付
に
際
し
適
正
な

請
負
か
の
総
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

を
契
機
に
求
人
の
形
態
を
派
遣
に
切
り
換
え

る
例
や
い
っ
た
ん
持
ち
返
る
例
、
需
給
調
整

事
業
部
に
自
主
的
に
相
談
に
訪
れ
る
例
な
ど

改
善
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。 

  

　
構
造
的
多
重
派
遣 

 

ま
た
同
局
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
、
「
構
造
的
多
重
派
遣
」
と
も
言
う

べ
き
重
大
違
反
事
例
も
見
つ
か
っ
た
。
労
働

者
が
関
与
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
業
務
委
託
契

約
を
結
び
、
数
次
（
例
え
ば
六
社
）
に
わ
た

る
業
者
を
経
て
、
就
業
先
で
あ
る
大
手
企
業

に
供
給
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
現
場
で
は
労

働
者
が
大
手
企
業
の
指
示
下
で
シ
ス
テ
ム
の

運
用
・
開
発
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

職
業
安
定
法
の
「
労
働
者
供
給
事
業
の
禁
止
」

違
反
に
該
当
し
、
さ
ら
に
介
在
業
者
に
は
労

働
者
を
横
流
し
す
る
だ
け
で
中
間
利
益
を
得

て
い
た
も
の
も
あ
り
「
二
重
の
労
働
者
派
遣
」

に
抵
触
し
た
。
関
係
者
の
多
く
が
「
業
界
で

は
常
識
化
し
て
い
る
」
と
漏
ら
し
た
こ
と
か

ら
、
同
局
で
は
「
違
反
の
裾
野
は
か
な
り
広

い
。
万
一
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
し
て
労
働

者
が
ど
う
保
護
さ
れ
る
の
か
危
う
い
状
態
だ
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 


